
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部のコンピュータからのアナログ仕様およびディジタル仕様のビデオ信号のそれぞれ
に対応可能なＤＶＩ－Ｉインターフェースを備えるＤＤＣ（Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄａｔａ　
Ｃｈａｎｎｅｌ）機能を有するディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置であっ
て、
　前記外部のコンピュータから入力される前記ビデオ信号がアナログ仕様かディジタル仕
様かの判別および、入力チャンネルの状態がアナログチャンネルかディジタルチャンネル
かの判別を行う判別手段と、
　アナログ仕様のＥＤＩＤ（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙ　ＩＤｅｎｔｉｆｉｃａ
ｔｉｏｎ）データおよびディジタル仕様のＥＤＩＤデータのそれぞれを記憶するＥＤＩＤ
データ記憶手段と、
　前記入力チャンネルの状態を前記判別手段により判別された前記ビデオ信号の仕様のチ
ャンネルに切り替える入力チャンネル切替手段と、
　前記外部のコンピュータからのＤＤＣ送信要求に基づいて、前記判別手段により判別さ
れた前記入力チャンネルの状態に対応した仕様のＥＤＩＤデータを前記ＥＤＩＤデータ記
憶手段から読み出して前記外部のコンピュータに送信するＤＤＣ制御手段とを備え
　

ことを特徴とするディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置。
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、
前記入力チャンネル切替手段は、前記ＤＤＣ制御手段が前記ＥＤＩＤデータを前記外部

のコンピュータに送信した後で、前記入力チャンネルの状態を切り替える、



【請求項２】
　請求項１に記載のディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置であって、
　前記入力チャンネル切替手段が、さらに、ユーザからの入力チャンネル切替要求に応じ
た前記入力チャンネルの状態の切り替えを行い、
　前記ユーザからの入力チャンネル切替要求よって前記入力チャンネルの状態が切り替わ
った場合に、前記外部のコンピュータとの接続コネクタにおけるホットプラグラインを所
定の時間だけ開放するホットプラグライン割り込み手段をさらに備える、
ことを特徴とするディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置。
【請求項３】
　請求項２に記載のディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置であって、
　前記判別手段が、さらに、前記ディスプレイモニタにおける垂直帰線期間を判別し、
　前記入力チャンネル切替手段が、前記ユーザからのチャンネル切替要求に応じた前記入
力チャンネルの状態の切り替えを、前記判別手段により判別された垂直帰線期間のタイミ
ングで行う、
ことを特徴とするディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置。
【請求項４】
　外部のコンピュータからのアナログ仕様およびディジタル仕様のビデオ信号のそれぞれ
に対応可能なＤＶＩ－Ｉインターフェースを備えるＤＤＣ機能を有するディスプレイモニ
タ用入力チャンネル切替制御装置であって、
　前記外部のコンピュータから入力される前記ビデオ信号がアナログ仕様かディジタル仕
様かの判別および、入力チャンネルの状態がアナログチャンネルかディジタルチャンネル
かの判別を行う判別手段と、
　アナログ仕様のＥＤＩＤデータおよびディジタル仕様のＥＤＩＤデータのそれぞれを記
憶するＥＤＩＤデータ記憶手段と、
　前記入力チャンネルの状態を前記判別手段により判別された前記ビデオ信号の仕様のチ
ャンネルに切り替える入力チャンネル切替手段と、
　前記外部のコンピュータからのＤＤＣ送信要求に基づいて、所定の仕様のＥＤＩＤデー
タを前記ＥＤＩＤデータ記憶手段から読み出して前記外部のコンピュータに送信するＤＤ
Ｃ制御手段と、
　前記ＤＤＣ制御手段が前記ＥＤＩＤデータ記憶手段から読み出す前記所定の仕様のＥＤ
ＩＤデータを、前記判別手段により判別された前記ビデオ信号の仕様のＥＤＩＤデータに
するか、前記判別手段により判別された前記入力チャンネルの状態に対応した仕様のＥＤ
ＩＤデータにするかを選択可能な選択手段とを備え
　

ことを特徴とするディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置。
【請求項５】
　外部のコンピュータからのアナログ仕様およびディジタル仕様のビデオ信号のそれぞれ
に対応可能なＤＶＩ－Ｉインターフェースを備えるＤＤＣ機能を有するディスプレイモニ
タの入力チャンネル切替制御方法であって、
　（ａ）前記外部のコンピュータからのＤＤＣ送信要求を検出する工程と、
　（ｂ）前記工程（ａ）において前記ＤＤＣ送信要求が検出された場合に、入力チャンネ
ルの状態がアナログチャンネルかディジタルチャンネルかの判別を行う工程と、
　（ｃ）前記工程（ｂ）において判別された前記入力チャンネルの状態に対応した仕様の
ＥＤＩＤデータを前記外部のコンピュータに送信する工程と、
　（ｄ）前記工程（ｃ）の後に行われ、前記外部のコンピュータから入力される前記ビデ
オ信号がアナログ仕様かディジタル仕様かの判別を行う工程と、
　（ｅ）前記工程（ｂ）において判別された前記入力チャンネルの状態に対応した仕様と
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、
前記選択手段によって前記入力チャンネルの状態に対応した仕様の前記ＥＤＩＤデータ

が選択された場合、前記入力チャンネル切替手段は、前記ＤＤＣ制御手段が前記ＥＤＩＤ
データを前記外部のコンピュータに送信した後で、前記入力チャンネルの状態を切り替え
る、



前記工程（ｄ）において判別された前記ビデオ信号の仕様とが異なる場合に、前記入力チ
ャンネルの状態を前記工程（ｄ）において判別された前記ビデオ信号の仕様のチャンネル
に切り替え、前記工程（ａ）に戻る工程とを備える、
ことを特徴とするディスプレイモニタの入力チャンネル切替制御方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＤＤＣ（Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄａｔａ　Ｃｈａｎｎｅｌ）機能を有するディスプ
レイモニタに関するものであり、特に、アナログ仕様およびディジタル仕様のビデオ信号
が入力可能なＤＶＩ－Ｉインターフェースを備えるディスプレイモニタ用のチャンネル切
替制御装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
ＤＤＣ機能は、コンピュータシステム上で自動環境設定機能、いわゆるプラグアンドプレ
イ方式を実現するためのＤＤＣ規格において規定される機能である。ＤＤＣ規格によると
、コンピュータとディスプレイモニタ間においてデータを交換する際の信号ラインとその
手順が規定されている。つまり、ＤＤＣ規格を支援するディスプレイモニタをコンピュー
タに接続した場合、該コンピュータはディスプレイモニタとのＤＤＣ通信により、ディス
プレイモニタからプラグアンドプレイに必要なディスプレイモニタに関する情報（以下Ｅ
ＤＩＤ（＝　Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙ　ＩＤｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）とい
う）を取り出すことが可能である。
【０００３】
このＥＤＩＤデータは、ディスプレイモニタ内部の例えばＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉ
ｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　ａｎｄ　ＰｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅＲｅａｄ　Ｏｎｌｙ
　Ｍｅｍｏｒｙ）等の不揮発性メモリに記憶されており、製造者／製品ＩＤ、ディスプレ
イモニタの仕様、支援タイミング等の情報が含まれる。
【０００４】
また従来、ディスプレイモニタのインターフェースはＤ－Ｓｕｂコネクタ仕様に代表され
るアナログインターフェースが使われてきた。しかし、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）など
のフラットディスプレイの多くはディジタルインターフェースであり、例えばＤ－Ｓｕｂ
仕様の出力を持つコンピュータにディジタルインターフェースを持つＬＣＤ等のディスプ
レイを接続する場合に、ビデオ信号のアナログ／ディジタル変換を伴うことによる表示品
質の劣化や、装置のコストアップが懸念されており、ディジタルインターフェースの標準
化への期待が増大している。
【０００５】
ＤＶＩ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｉｓｕａｌ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）はＤＤＷＧ（Ｄｉｇｉｔ
ａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｗｏｒｋｉｎｇ　Ｇｒｏｕｐ）が規格制定を行っているディジタ
ルインターフェースであり、ディジタルデータ転送方式には、３チャンネルの画像データ
伝送路（赤、緑、青）と１チャンネルのクロック伝送路の計４チャンネルの伝送路により
構成され、各伝送路のシリアル信号はシングルエンド差動信号で送る方式であるＴＭＤＳ
（Ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ　Ｍｉｎｉｍｉｚｅｄ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ　Ｓｉｇｎａ
ｌｉｎｇ）を採用している。
【０００６】
図１１および図１２は、共にＤＶＩ仕様のコネクタを示す図である。ＤＶＩ仕様には図１
１に示すディジタル仕様の信号にのみ対応したインターフェースと、図１２に示すディジ
タル仕様とアナログ仕様の信号の両方のインターフェースを備えるものの２種類が存在す
る。前者はＤＶＩ－Ｄ、後者はＤＶＩ－Ｉという。ＤＶＩ仕様によれば、ＤＤＣ通信に使
用される信号ラインは２本であり、それぞれ、双方向のシリアルデータラインであるＳＤ
Ａラインと、クロックとして使用されるＳＣＬラインである。また、ＤＶＩ仕様において
、ＤＤＣ通信にはＤＤＣ２Ｂと呼ばれる通信プロトコルが使用される。
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【０００７】
コンピュータが、ＤＶＩコネクタの７番ピン（ＳＤＡ）と６番ピン（ＳＣＬ）を介してデ
ィスプレイモニタにＥＤＩＤデータを転送することを要求すると、ディスプレイモニタは
、７番ピン（ＳＤＡ）を介してＥＤＩＤデータのコンピュータへの転送を開始する。そし
てコンピュータが、ＥＤＩＤデータが十分転送されたと判断すると、ＥＤＩＥデータ転送
の停止をディスプレイモニタに要求し、それを受けてディスプレイモニタはＥＤＩＤデー
タの転送を停止する。
【０００８】
ところで、図１２に示したように、ＤＶＩ－Ｉインターフェースの場合、ビデオ信号の入
力インターフェースはディジタルチャンネルとアナログチャンネルの２系統あるのに対し
、ＤＤＣラインは１系統しか存在しない。このため、ＤＶＩ－Ｉ仕様のディスプレイモニ
タにおいては、コンピュータからのＥＤＩＤデータ転送要求に対して、アナログ仕様のＥ
ＤＩＤデータを送るべきか、ディジタル仕様のＥＤＩＤデータを送るべきかの判断が困難
となる。
【０００９】
その問題を解決する方法として、ディスプレイモニタをアナログ仕様、ディジタル仕様の
どちらのディスプレイモニタとして使用するかを、ユーザがあらかじめ選択することが挙
げられる。そこで、従来よりＤＶＩ－Ｉインターフェースを有するディスプレイモニタと
して、該ディスプレイモニタをアナログ仕様、ディジタル仕様のどちらのディスプレイモ
ニタとして使用するかをユーザが設定するスイッチャーを有するものが提案されている。
【００１０】
例えば、ディスプレイモニタをアナログ仕様として使用する場合、インターフェースの入
力チャンネル、ＤＤＣ通信で送信するＥＤＩＤデータをアナログ仕様に設定しなければな
らない。逆に、ディスプレイモニタをディジタル仕様として使用する場合、インターフェ
ースの入力チャンネル、ＤＤＣ通信で送信するＥＤＩＤデータをディジタル仕様に設定し
なければならない。
【００１１】
さらに、ＯＳＤ（Ｏｎ　Ｓｃｒｅｅｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）による調整項目がアナログ仕様
とディジタル仕様とで異なる場合（例えばアナログ仕様のディスプレイモニタのＯＳＤに
はクロックフェーズ調整項目が必要であるがアナログ仕様のディスプレイモニタのＯＳＤ
には不要）は、それに応じてＯＳＤも切り替える必要がある。
【００１２】
図１３は従来のＤＶＩ－Ｉコネクタ仕様のディスプレイモニタのスイッチャーによるＥＤ
ＩＤデータの切替を説明するための図である。この図に示すように、アナログ仕様のＥＤ
ＩＤデータおよびディジタル仕様のＥＤＩＤデータのいずれかにアクセスできるようにＤ
ＤＣラインにスイッチャーが設けられる。ユーザは、ディスプレイモニタをアナログ仕様
、ディジタル仕様のいずれのディスプレイモニタとして使用するかをＯＳＤ等で設定する
。例えば、ユーザがアナログチャンネルを選択した場合はスイッチャーはアナログ仕様の
ＥＤＩＤデータ側に、ディジタルチャンネルを選択した場合はスイッチャーはディジタル
仕様のＥＤＩＤデータ側に切り替わるように動作する。
【００１３】
また、図示は省略したが、上述したように入力チャンネルやＯＳＤの切り替えもスイッチ
ャーの切り替えに連動して行なわれる。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記のようにアナログ／ディジタルチャンネルのどちらかに予め設定して
おく方法では、例えばユーザが設定を誤ったり、ディスプレイモニタを接続するコンピュ
ータの交換やコンピュータの設定の変更を行なった場合に、ディスプレイモニタがディジ
タルチャンネル設定であるにもかかわらずアナログ信号が入力されたり、アナログチャン
ネル設定であるにもかかわらずディジタル信号が入力されることが考えられる。従来のデ
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ィスプレイモニタでは、そのようなケースには対応できないため、支援タイミングの不整
合等により、表示が正しく行なわれないという不具合が生じる。
【００１５】
また、ディジタルビデオ信号出力のあるコンピュータの中には、ディスプレイモニタが送
出するＥＤＩＤデータがディジタル仕様でない場合、ディジタルビデオ信号出力を停止す
るものもあり、そのようなコンピュータに、図１３に示した方法でアナログチャンネル側
に選択されたディスプレイモニタが接続された場合、ディスプレイモニタにはビデオ信号
が入力されず、何も表示されなくなるなどの問題が生じる。
【００１６】
なお、ディスプレイモニタにおいて、入力されるビデオ信号は、コンピュータ側の出力形
態により、Ｄ－Ｓｕｂコネクタのようなアナログのみのタイプ、ＤＶＩ－ＤコネクタやＤ
ＦＰコネクタのようなディジタルのみのタイプ、そしてＤＶＩ－Ｉコネクタのようなデジ
タル／アナログ混在タイプを想定する必要がある。その理由は、例えばディスプレイモニ
タがＤＶＩ－Ｉコネクタ入力であっても、ビデオ信号の送り手であるコンピュータが必ず
しもＤＶＩ－Ｉコネクタ出力とは限らず、例えばユーザが変換ケーブルもしくは変換コネ
クタを使用した場合、例えばＤＶＩ－Ｉコネクタ入力のディスプレイモニタにＤ－Ｓｕｂ
コネクタ出力など他の出力形態のコンピュータを接続することが可能であるからである。
【００１７】
本発明は以上のような課題を解決するためになされたものであって、ＤＶＩ－Ｉコネクタ
を備えるＤＤＣ機能を有するディスプレイモニタにおいて、入力チャンネルやＥＤＩＤデ
ータ等の設定を入力信号の仕様に応じて自動的に正しく設定することのできる入力チャン
ネル切替制御装置を提供することを目的とする。
【００１９】

　 に記載のディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置は、外部のコンピ
ュータからのアナログ仕様およびディジタル仕様のビデオ信号のそれぞれに対応可能なＤ
ＶＩ－Ｉインターフェースを備えるＤＤＣ機能を有するディスプレイモニタ用入力チャン
ネル切替制御装置であって、前記外部のコンピュータから入力される前記ビデオ信号がア
ナログ仕様かディジタル仕様かの判別および、入力チャンネルの状態がアナログチャンネ
ルかディジタルチャンネルかの判別を行う判別手段と、アナログ仕様のＥＤＩＤデータお
よびディジタル仕様のＥＤＩＤデータのそれぞれを記憶するＥＤＩＤデータ記憶手段と、
前記入力チャンネルの状態を前記判別手段により判別された前記ビデオ信号の仕様のチャ
ンネルに切り替える入力チャンネル切替手段と、前記外部のコンピュータからのＤＤＣ送
信要求に基づいて、前記判別手段により判別された前記入力チャンネルの状態に対応した
仕様のＥＤＩＤデータを前記ＥＤＩＤデータ記憶手段から読み出して前記外部のコンピュ
ータに送信するＤＤＣ制御手段とを備え

ことを特徴とする。
【００２０】
　 に記載のディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置は、 に記
載のディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置であって、前記入力チャンネル切
替手段が、さらに、ユーザからの入力チャンネル切替要求に応じた前記入力チャンネルの
状態の切り替えを行い、前記ユーザからの入力チャンネル切替要求よって前記入力チャン
ネルの状態が切り替わった場合に、前記外部のコンピュータとの接続コネクタにおけるホ
ットプラグラインを所定の時間だけ開放するホットプラグライン割り込み手段をさらに備
えることを特徴とする。
【００２１】
　 に記載のディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置は、 に記
載のディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置であって、前記判別手段が、さら
に、前記ディスプレイモニタにおける垂直帰線期間を判別し、前記入力チャンネル切替手
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【課題を解決するための手段】
請求項１

、前記入力チャンネル切替手段は、前記ＤＤＣ制
御手段が前記ＥＤＩＤデータを前記外部のコンピュータに送信した後で、前記入力チャン
ネルの状態を切り替える

請求項２ 請求項１

請求項３ 請求項２



段が、前記ユーザからのチャンネル切替要求に応じた前記入力チャンネルの状態の切り替
えを、前記判別手段により判別された垂直帰線期間のタイミングで行うことを特徴とする
。
【００２２】
　 に記載のディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置は、外部のコンピ
ュータからのアナログ仕様およびディジタル仕様のビデオ信号のそれぞれに対応可能なＤ
ＶＩ－Ｉインターフェースを備えるＤＤＣ機能を有するディスプレイモニタ用入力チャン
ネル切替制御装置であって、前記外部のコンピュータから入力される前記ビデオ信号がア
ナログ仕様かディジタル仕様かの判別および、入力チャンネルの状態がアナログチャンネ
ルかディジタルチャンネルかの判別を行う判別手段と、アナログ仕様のＥＤＩＤデータお
よびディジタル仕様のＥＤＩＤデータのそれぞれを記憶するＥＤＩＤデータ記憶手段と、
前記入力チャンネルの状態を前記判別手段により判別された前記ビデオ信号の仕様のチャ
ンネルに切り替える入力チャンネル切替手段と、前記外部のコンピュータからのＤＤＣ送
信要求に基づいて、所定の仕様のＥＤＩＤデータを前記ＥＤＩＤデータ記憶手段から読み
出して前記外部のコンピュータに送信するＤＤＣ制御手段と、前記ＤＤＣ制御手段が前記
ＥＤＩＤデータ記憶手段から読み出す前記所定の仕様のＥＤＩＤデータを、前記判別手段
により判別された前記ビデオ信号の仕様のＥＤＩＤデータにするか、前記判別手段により
判別された前記入力チャンネルの状態に対応した仕様のＥＤＩＤデータにするかを選択可
能な選択手段とを備え

ことを特徴とする。
【００２４】
　 に記載のディスプレイモニタの入力チャンネル切替制御方法は、外部のコンピ
ュータからのアナログ仕様およびディジタル仕様のビデオ信号のそれぞれに対応可能なＤ
ＶＩ－Ｉインターフェースを備えるＤＤＣ機能を有するディスプレイモニタの入力チャン
ネル切替制御方法であって、（ａ）前記外部のコンピュータからのＤＤＣ送信要求を検出
する工程と、（ｂ）前記工程（ａ）において前記ＤＤＣ送信要求が検出された場合に、入
力チャンネルの状態がアナログチャンネルかディジタルチャンネルかの判別を行う工程と
、（ｃ）前記工程（ｂ）において判別された前記入力チャンネルの状態に対応した仕様の
ＥＤＩＤデータを前記外部のコンピュータに送信する工程と、（ｄ）前記工程（ｃ）の後
に行われ、前記外部のコンピュータから入力される前記ビデオ信号がアナログ仕様かディ
ジタル仕様かの判別を行う工程と、（ｅ）前記工程（ｂ）において判別された前記入力チ
ャンネルの状態に対応した仕様と前記工程（ｄ）において判別された前記ビデオ信号の仕
様とが異なる場合に、前記入力チャンネルの状態を前記工程（ｄ）において判別された前
記ビデオ信号の仕様のチャンネルに切り替え、前記工程（ａ）に戻る工程とを備えること
を特徴とする。
【００２５】
【発明の実施の形態】
＜実施の形態１＞
図１は本発明の実施の形態１に係るディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置５
０の構成図である。この図において、５１は、アナログ仕様、ディジタル仕様の２系統の
入力信号に対応したＤＶＩ－Ｉコネクタであり、ディスプレイモニタはＤＶＩ－Ｉコネク
タ５１を介して外部のコンピュータに接続される。５２は、アナログ同期信号検出手段で
あり、ＤＶＩ－Ｉコネクタ５１のアナログ水平同期信号およびアナログ垂直同期信号を検
出する。これらのアナログ水平および垂直同期信号は、外部のコンピュータからビデオ信
号がアナログ仕様のときのみに送信されるものであるので、この信号を監視することで、
その有無によりビデオ信号がディジタル仕様であるかアナログ仕様であるか判定できる。
アナログ同期信号検出手段５２は、アナログ水平および垂直同期信号を検出すると、判別
手段５３へアナログチャンネル入力検出信号を出力する。
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請求項４

、前記選択手段によって前記入力チャンネルの状態に対応した仕様
の前記ＥＤＩＤデータが選択された場合、前記入力チャンネル切替手段は、前記ＤＤＣ制
御手段が前記ＥＤＩＤデータを前記外部のコンピュータに送信した後で、前記入力チャン
ネルの状態を切り替える

請求項５



【００２６】
判別手段５３は、アナログ同期信号検出手段５２からのアナログチャンネル入力検出信号
に基づき、ビデオ信号がアナログ仕様であるかディジタル仕様であるかを判別する。つま
り、本実施の形態においては、アナログ同期信号検出手段５２と判別手段５３とで、入力
ビデオ信号がディジタル信号であるかアナログ信号であるかを判別する手段を構成してい
る。判別手段５３は、そのビデオ信号の判別結果に基づき、ＤＤＣ制御手段、入力チャン
ネル切替手段５６、ＯＳＤ切替手段５７へ、それぞれＤＤＣ切替制御信号、入力チャンネ
ル切替制御信号、ＯＳＤ切替制御信号を送信する。
【００２７】
５４は、アナログ仕様のＥＤＩＤデータおよびディジタル仕様のＥＤＩＤデータが共に記
憶されている不揮発性のＥＤＩＤデータ記憶手段である。ＤＤＣ制御手段５５は、コンピ
ュータとのＤＤＣ通信を行い、ＤＤＣ要求信号を検出した場合に判別手段５３にＤＤＣ送
信要求検出信号を送信する。そして、判別手段５３からのＤＤＣ切替制御信号に基づき、
ビデオ信号の仕様に対応したＥＤＩＤデータをＥＤＩＤデータ記憶手段５４から読み込む
ように制御され、読み込んだＥＤＩＤデータをコンピュータに送信する。
【００２８】
入力チャンネル切替手段５６は、判別手段５３からの入力チャンネル切替制御信号により
制御され、入力チャンネルをビデオ信号の仕様に対応したチャンネルに切り替える。また
、ＯＳＤ切替手段５７は、判別手段５３からのＯＳＤ切替制御信号により制御され、ディ
スプレイモニタのＯＳＤを判別手段５３により判別されたビデオ信号の仕様に対応したＯ
ＳＤに切り替える。
【００２９】
図２は、本実施の形態に係るディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置の動作を
示すフローチャートである。以下、この図に基づいて図１の入力チャンネル切替制御装置
の動作を説明する。
【００３０】
判別手段５３は、ＤＤＣ制御手段５５からのＤＤＣ送信要求検出信号の監視を行うことで
、外部のコンピュータからのＤＤＣ送信要求の有無を監視する。（Ｓ１１）。そして、Ｄ
ＤＣ送信要求があり、ＤＤＣ制御手段５５から判別手段５３へとＤＤＣ送信要求検出信号
が送られると、判別手段５３は引き続いてアナログ同期信号検出手段５２からのアナログ
チャンネル入力検出信号の検出を行う（Ｓ１２）。
【００３１】
Ｓ１２でアナログチャンネル入力検出信号が検出されない場合（即ち、入力ビデオ信号が
ディジタル仕様である場合）、判別手段５３は入力チャンネル切替手段を制御して、入力
チャンネルをディジタルチャンネルへと切り替える（Ｓ１３）。さらに、判別手段５３の
制御に基づき、ＤＤＣ制御手段５５はディジタル仕様のＥＤＩＤデータをＥＤＩＤデータ
記憶手段５４より読み出してコンピュータに送信し（Ｓ１４）、ＯＳＤ切替手段５７はデ
ィジタル対応のＯＳＤに切り替える（Ｓ１５）。
【００３２】
また、Ｓ１２でアナログチャンネル入力検出信号が検出された場合（即ち、入力ビデオ信
号がアナログ仕様である場合）、判別手段５３は、入力チャンネル切替手段を制御して入
力チャンネルをアナログチャンネルへと切り替える（Ｓ１６）。さらに、判別手段５３の
制御に基づき、ＤＤＣ制御手段５５はアナログ仕様のＥＤＩＤデータをＥＤＩＤデータ記
憶手段５４より読み出してコンピュータに送信し（Ｓ１７）、ＯＳＤ切替手段５７はアナ
ログ対応のＯＳＤに切り替える（Ｓ１８）。
【００３３】
つまり、本実施の形態に係る入力チャンネル切替制御装置５０によれば、ＤＶＩ－Ｉコネ
クタ仕様に対応したディスプレイモニタにおいて、コンピュータが出力している信号がデ
ィジタル仕様の場合、ディスプレイモニタの送信ＥＤＩＤデータ、入力チャンネル、ＯＳ
Ｄは全てディジタル仕様に対応したものに自動的に設定され、反対にコンピュータが出力
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している信号がアナログ仕様の場合、それらは全てアナログ仕様に対応したものに自動的
に設定される。
【００３４】
つまり、ディスプレイモニタの送信ＥＤＩＤデータ、入力チャンネル、ＯＳＤは、コンピ
ュータが出力している信号の仕様に対応したものに自動に切り替わる。
【００３５】
これにより、コンピュータの出力信号の仕様とディスプレイモニタの入力チャンネルとの
不整合による、支援タイミングの不整合や、ＯＳＤの調整項目が異なる問題（例えばアナ
ログチャンネルのＯＳＤにはクロックフェーズ調整項目が必要であるがディジタルチャン
ネルのＯＳＤには不要）、また画面が何も表示されなくなるいという問題を回避すること
ができる。
【００３６】
＜実施の形態２＞
上述したように、実施の形態１では、ディスプレイモニタのＥＤＩＤデータ出力、入力チ
ャンネル、ＯＳＤは、コンピュータが出力している信号の仕様に対応したものに自動に切
り替わる。
【００３７】
ところで、コンピュータ側も信号出力インターフェースとしてＤＶＩ－Ｉ仕様のインター
フェースを有している場合、該コンピュータはビデオ信号としてアナログ仕様のものとデ
ィジタル仕様のものとの両方の出力が可能である。
【００３８】
例えば、ＤＶＩ－Ｉ仕様の出力インターフェースを有するコンピュータにアナログ仕様の
ディスプレイが接続された場合、コンピュータはアナログ仕様の信号を出力し、ディジタ
ル仕様のディスプレイを接続した場合、コンピュータはディジタル仕様の信号を出力する
動作が可能である。
【００３９】
つまり、図１３に示した従来のディスプレイモニタを接続した場合、コンピュータの出力
信号の仕様は、ディスプレイモニタのスイッチャーの状態により決定される。つまり、コ
ンピュータとの接続時に、ディスプレイモニタのスイッチャーがアナログ側を選択してい
ればコンピュータの出力信号はアナログ仕様に切り替わり、逆にディジタル側を選択して
いればコンピュータの出力信号はディジタル仕様に切り替わる。つまり、ディスプレイモ
ニタ側でビデオ信号の仕様を選択することができる。
【００４０】
しかし、実施の形態１に係るディスプレイモニタは、コンピュータの出力信号の仕様によ
って、入力チャンネル等が強制的に切り替わってしまうので、上記のようなディスプレイ
モニタ側からビデオ信号の仕様を選択することはできない。
【００４１】
そこで、本実施の形態においては、コンピュータ側のＤＶＩ－Ｉ仕様の出力インターフェ
ースを有する場合にコンピュータ側の出力信号をディスプレイモニタ側で選択でき、また
、他のインターフェースの場合にはディスプレイモニタの入力チャンネル、ＥＤＩＤデー
タ、ＯＳＤ等の設定を自動的に正しく設定できる入力チャンネル切替制御装置を提案する
。
【００４２】
図３は本発明の実施の形態２に係るディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置６
０の構成図である。この図において、６１はＤＶＩ－Ｉコネクタ５１に接続されたコンピ
ュータから入力される前記ビデオ信号がアナログ仕様かディジタル仕様かの判別および、
入力チャンネルの状態の判別を行う判別手段である。ここで、判別手段６１におけるビデ
オ信号の判別は、アナログ同期信号検出手段５２からのアナログチャンネル入力検出信号
に基づき行なわれ、入力チャンネルの状態の判別は、入力チャンネル切替手段が例えばＥ
ＥＰＲＯＭ等に保持している入力チャンネル状態情報に基づいて行なわれる。なお、図３
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におけるその他の要素については、図１に同符号を用いて示した要素と同一であるので、
ここでの詳細な説明は省略する。
【００４３】
判別手段６１は、ビデオ信号がアナログ仕様かディジタル仕様かの判別および、入力チャ
ンネルの状態の判別の結果に基づいて、ＤＤＣ制御手段、入力チャンネル切替手段５６、
ＯＳＤ切替手段５７へ、それぞれＤＤＣ切替制御信号、入力チャンネル切替制御信号、Ｏ
ＳＤ切替制御信号を送信する。
【００４４】
ただし、本実施の形態においては実施の形態１とは異なり、ＤＤＣ制御手段５５は判別手
段６１からのＤＤＣ切替制御信号により、そのときの入力チャンネルの状態に対応した仕
様のＥＤＩＤデータをＥＤＩＤデータ記憶手段５４から読み込むように制御される。また
、入力チャンネル切替手段５６およびＯＳＤ切替手段５７は、実施の形態１と同様に、そ
れぞれ入力チャンネル切替制御信号、ＯＳＤ切替制御信号により制御され、入力チャンネ
ルおよびＯＳＤをビデオ信号の仕様に対応したものに切り替える。
【００４５】
図４は、本実施の形態に係るディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置６０の動
作を示すフローチャートである。以下、この図に基づいて図３のチャンネル切替制御装置
の動作を説明する。
【００４６】
ここで、ディスプレイモニタに接続されるコンピュータの出力インターフェースの仕様と
して、アナログ仕様とディジタル仕様の両方の信号を出力できるＤＶＩ－Ｉ仕様の他、例
えばＤ－Ｓｕｂのようなアナログ仕様の信号のみを出力するもの、ＤＶＩ－Ｉのようなデ
ィジタル仕様の信号のみを出力するものが考えられる。下の表は、以下の説明における場
合分けを示す表であり、接続されるコンピュータの出力形態と、ディスプレイモニタの入
力チャンネルの初期状態（接続時にユーザによって設定された状態）との組み合わせによ
り、ケース１～ケース６の６通りのケースが考えられる。
【００４７】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４８】
上記したように、本実施の形態においては、コンピュータ側のＤＶＩ－Ｉ仕様の出力イン
ターフェースを有する場合にコンピュータ側の出力信号をディスプレイモニタ側で選択で
き、また、他のインターフェースの場合にはディスプレイモニタの入力チャンネル、ＥＤ
ＩＤデータ、ＯＳＤ等の設定を自動的に正しく設定するものであり、つまり、ディスプレ
イモニタはケース１～ケース３ではディジタル仕様に、ケース４～ケース６ではアナログ
仕様に設定される。
【００４９】
まず、ケース１の場合の動作について説明する。判別手段６１は、ＤＤＣ制御手段５５か
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らのＤＤＣ送信要求検出の検出を行うことで、コンピュータからのＤＤＣ送信要求の有無
を監視する。（Ｓ２１）。そして、コンピュータからのＤＤＣ送信要求があると、判別手
段６１はディスプレイモニタの現在の入力チャンネルの状態を判定する（Ｓ２２）。ケー
ス１では初期の入力チャンネルの設定はディジタルチャンネルとなっているので、ＤＤＣ
制御手段５５は、判別手段６１の制御に基づきディジタル仕様のＥＤＩＤデータをＥＤＩ
Ｄデータ記憶手段５４より読み出してコンピュータに送信する（Ｓ２３）。そして、ＤＤ
Ｃ送信に対するコンピュータの応答を待つために所定の待機時間だけ待機し（Ｓ２４）、
その後、判別手段６１はアナログ同期信号検出手段５２からのアナログチャンネル入力検
出信号の検出を行う（Ｓ２５）。このときケース１ではコンピュータの出力形態はディジ
タル仕様の信号のみを出力するＤＦＰやＤＶＩ－Ｄであるため、アナログチャンネル入力
検出信号は検出されないので、判別手段６１はＯＳＤ切替手段を制御してＯＳＤをディジ
タル仕様のＯＳＤに切り替える（Ｓ２７）。このようにして、ケース１では入力チャンネ
ル、ＥＤＩＤデータ、ＯＳＤはディジタル仕様に設定される。
【００５０】
次に、ケース２の場合の動作について説明する。Ｓ２１でコンピュータからのＤＤＣ送信
要求が検出されると、Ｓ２２で判別手段６１によりディスプレイモニタの現在の入力チャ
ンネルの状態が判定される。ケース２では初期の入力チャンネルの設定はアナログチャン
ネルとなっているので、ＤＤＣ制御手段５５は、判別手段６１の制御に基づきアナログ仕
様のＥＤＩＤデータをＥＤＩＤデータ記憶手段５４より読み出してコンピュータに送信す
る（Ｓ２８）。そして、ＤＤＣ送信に対するコンピュータの応答を待つために所定の待機
時間だけ待機し（Ｓ２９）、その後、判別手段６１はアナログ同期信号検出手段５２から
のアナログチャンネル入力検出信号の検出を行う（Ｓ３０）。このときケース２ではコン
ピュータの出力仕様はディジタル仕様のみであるのでアナログチャンネル入力検出信号は
検出されず、入力チャンネルはディジタルチャンネルへと切り替えられ（Ｓ３２）、再び
Ｓ２１に戻る。ここで、システム立ち上げ時等に行われるＤＤＣ送信要求は一般的に複数
回行なわれるので再びＤＤＣ送信要求が検出されることとなるが、このときの入力チャン
ネルはディジタルチャンネルであり、つまりケース１の状態に遷移している。よってその
後は、上記したケース１と同様の動作で、入力チャンネル、ＥＤＩＤデータ、ＯＳＤはデ
ィジタル仕様に設定される。
【００５１】
ケース３の場合の動作について説明する。Ｓ２１でコンピュータからのＤＤＣ送信要求が
検出されると、Ｓ２２で判別手段６１によりディスプレイモニタの現在の入力チャンネル
の状態が判定される。ケース３では初期の入力チャンネルの設定はディジタルチャンネル
となっているので、ＤＤＣ制御手段５５は、判別手段６１の制御に基づきディジタル仕様
のＥＤＩＤデータをＥＤＩＤデータ記憶手段５４より読み出してコンピュータに送信する
（Ｓ２３）。そして、ＤＤＣ送信に対するコンピュータの応答を待つために所定の待機時
間だけ待機し（Ｓ２４）、その後、判別手段６１はアナログ同期信号検出手段５２からの
アナログチャンネル入力検出信号の検出を行う（Ｓ２５）。このときケース３ではコンピ
ュータの出力仕様はディジタル仕様とアナログ仕様の両方に対応したＤＶＩ－Ｉ仕様であ
るが、Ｓ２３においてディジタル仕様のＥＤＩＤデータを受けたコンピュータはディジタ
ル仕様の信号を出力するのでアナログチャンネル入力検出信号は検出されず、ＯＳＤをデ
ィジタル仕様のＯＳＤに切り替える（Ｓ２７）。このようにして、ケース３では入力チャ
ンネル、ＥＤＩＤデータ、ＯＳＤはディジタル仕様に設定される。
【００５２】
ケース４の場合の動作について説明する。Ｓ２１でコンピュータからのＤＤＣ送信要求が
検出されると、Ｓ２２で判別手段６１によりディスプレイモニタの現在の入力チャンネル
の状態が判定される。ケース４では初期の入力チャンネルの設定はアナログチャンネルと
なっているので、ＤＤＣ制御手段５５は、判別手段６１の制御に基づきアナログ仕様のＥ
ＤＩＤデータをＥＤＩＤデータ記憶手段５４より読み出してコンピュータに送信する（Ｓ
２８）。そして、ＤＤＣ送信に対するコンピュータの応答を待つために所定の待機時間だ
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け待機し（Ｓ２９）、その後、判別手段６１はアナログ同期信号検出手段５２からのアナ
ログチャンネル入力検出信号の検出を行う（Ｓ３０）。このときケース４ではコンピュー
タの出力仕様はディジタル仕様とアナログ仕様の両方に対応したＤＶＩ－Ｉ仕様であるが
、Ｓ２８においてアナログ仕様のＥＤＩＤデータを受けたコンピュータはアナログ仕様の
信号を出力するのでアナログチャンネル入力検出信号が検出され、ＯＳＤをアナログ仕様
のＯＳＤに切り替える（Ｓ３１）。このようにして、ケース４では入力チャンネル、ＥＤ
ＩＤデータ、ＯＳＤはアナログ仕様に設定される。
【００５３】
ここで、ケース５を説明する前に、便宜上ケース６を先に説明する。Ｓ２１でコンピュー
タからのＤＤＣ送信要求が検出されると、Ｓ２２で判別手段６１によりディスプレイモニ
タの現在の入力チャンネルの状態が判定される。ケース６では初期の入力チャンネルの設
定はアナログチャンネルとなっているので、ＤＤＣ制御手段５５は、判別手段６１の制御
に基づきアナログ仕様のＥＤＩＤデータをＥＤＩＤデータ記憶手段５４より読み出してコ
ンピュータに送信する（Ｓ２８）。そして、ＤＤＣ送信に対するコンピュータの応答を待
つために所定の待機時間だけ待機し（Ｓ２９）、その後、判別手段６１はアナログ同期信
号検出手段５２からのアナログチャンネル入力検出信号の検出を行う（Ｓ３０）。このと
きケース６ではコンピュータの出力仕様はアナログ仕様のみに対応したＤ－Ｓｕｂ仕様で
あるので、コンピュータはアナログ仕様の信号を出力するのでアナログチャンネル入力検
出信号が検出され、ＯＳＤをアナログ仕様のＯＳＤに切り替える（Ｓ３１）。このように
して、ケース６では入力チャンネル、ＥＤＩＤデータ、ＯＳＤはアナログ仕様に設定され
る。
【００５４】
そして次に、ケース５の場合の動作について説明する。Ｓ２１でコンピュータからのＤＤ
Ｃ送信要求が検出されると、Ｓ２２で判別手段６１によりディスプレイモニタの現在の入
力チャンネルの状態が判定される。ケース５では初期の入力チャンネルの設定はディジタ
ルチャンネルとなっているので、ＤＤＣ制御手段５５は、判別手段６１の制御に基づきデ
ィジタル仕様のＥＤＩＤデータをＥＤＩＤデータ記憶手段５４より読み出してコンピュー
タに送信する（Ｓ２３）。そして、ＤＤＣ送信に対するコンピュータの応答を待つために
所定の待機時間だけ待機し（Ｓ２４）、その後、判別手段６１はアナログ同期信号検出手
段５２からのアナログチャンネル入力検出信号の検出を行う（Ｓ２５）。このときケース
３ではコンピュータの出力仕様はアナログ仕様のみに対応したＤ－Ｓｕｂ仕様であるので
、Ｓ２３においてディジタル仕様のＥＤＩＤデータを受けてもコンピュータはアナログ仕
様の信号を出力するのでアナログチャンネル入力検出信号が検出され、入力チャンネルは
アナログチャンネルへと切り替えられ（Ｓ２６）、再びＳ２１に戻る。ここで、システム
立ち上げ時等に行われるＤＤＣ送信要求は一般的に複数回行なわれるので再びＤＤＣ送信
要求が検出されることとなるが、このときの入力チャンネルはアナログチャンネルであり
、つまりケース６の状態に遷移している。よってその後は、上記したケース６と同様の動
作で、入力チャンネル、ＥＤＩＤデータ、ＯＳＤはディジタル仕様に設定される。
【００５５】
以上説明したように、本実施の形態に係るディスプレイモニタのチャンネル切替制御装置
によれば、ＤＶＩ－Ｉコネクタ仕様に対応したディスプレイモニタにおいて、コンピュー
タの出力形態がＤＶＩ－Ｉ出力を持つ場合、アナログ仕様かディジタル仕様のいずれのデ
ィスプレイモニタとして使用するかをディスプレイモニタ側の設定を優先して選択できる
。さらに、アナログ仕様、ディジタル仕様のいずれかのみ出力可能なコンピュータに接続
された場合は、実施の形態１と同様に、その出力信号の仕様に応じて、ディスプレイモニ
タの入力チャンネル、ＥＤＩＤデータ、ＯＳＤ等の設定を自動的に正しく設定できる。
【００５６】
つまり、ディスプレイモニタのチャンネル設定を優先しつつ、コンピュータの出力信号の
仕様とディスプレイモニタの入力チャンネルとの不整合による、支援タイミングの不整合
や、ＯＳＤの調整項目が異なる問題（例えばアナログチャンネルのＯＳＤにはクロックフ
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ェーズ調整項目が必要であるがディジタルチャンネルのＯＳＤには不要）、また画面が何
も表示されなくなるいという問題を回避することができる。
【００５７】
＜実施の形態３＞
ＤＶＩ－Ｉコネクタを有するディスプレイモニタにおいて、コンピュータおよびディスプ
レイモニタの使用中にユーザがＯＳＤ等によりディスプレイモニタの入力チャンネル切替
を行った場合、支援タイミングの不整合等により、表示が正しく行われなくなる。その場
合、再度ＤＤＣ通信を行なわせるために、一度コンピュータリセットしたり、ディスプレ
イモニタとコンピュータとの接続を再度行う必要が生じる。例えば、上記した実施の形態
２ではディスプレイモニタの設定を優先できるが、この問題によりディスプレイモニタの
使用中におけるチャンネルの切り替えはできない。
【００５８】
図５は、実施の形態３に係るディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御７０の構成図
である。この図において、７１は、ＤＶＩ－Ｉコネクタ５１に接続されたコンピュータか
ら入力される前記ビデオ信号がアナログ仕様かディジタル仕様かの判別および、入力チャ
ンネルの状態の判別を行う判別手段である。また、７２はＤＶＩ－Ｉコネクタ５１の＋５
Ｖ端子とホットプラグ端子間をスイッチングするホットプラグライン割り込み手段であり
、判別手段７１のホットプラグライン割り込み信号により制御される。なお、その他の要
素については、図３に同符号を用いて示した要素と同一であるので、ここでの詳細な説明
は省略する。
【００５９】
判別手段７１は、入力チャンネルの状態を判別することで入力チャンネルの切替を検出す
ることができ、入力チャンネルの切替を検出した場合、所定の時間だけホットプラグライ
ン割り込み信号をハイレベルにすることで、ホットプラグライン割り込み手段をオフし、
ＤＶＩ－Ｉコネクタ５１のホットプラグラインを開放状態にし、それまで＋５Ｖにプルア
ップされていたホットプラグラインをローレベルにする。
【００６０】
図６は、本実施の形態に係るディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置７０の動
作を示すフローチャートである。以下、この図に基づいて図５のチャンネル切替制御装置
の動作を説明する。
【００６１】
まず、判別手段７１は、ディスプレイモニタの入力チャンネルの状態を監視することによ
り入力チャンネルの切り替えの有無を判定する（Ｓ３３）。ここで、ユーザが例えばＯＳ
Ｄを介してディスプレイモニタの入力チャンネルの切り替えを要求すると、入力チャンネ
ル切替要求信号が入力チャンネル切替手段５６に入力され、入力チャンネル切替手段５６
は入力チャンネルの状態を切り替える。判別手段７１は入力チャンネルの状態の変化によ
りそれを検出し、所定の時間だけホットプラグライン割り込み手段７２をオフし、ＤＶＩ
－Ｉコネクタ５１のホットプラグラインを開放状態にして、それまで＋５Ｖにプルアップ
されていたホットプラグラインをローレベルにする（Ｓ３４）。
【００６２】
通常、ホットプラグラインは、ディスプレイモニタ側で抵抗を介して＋５Ｖ端子に電気的
に接続されるので、コンピュータとディスプレイモニタが接続されることにより＋５Ｖに
プルアップされる。コンピュータ側では、このホットプラグラインのレベルによりディス
プレイモニタが接続されたことを認識し、それによりディスプレイモニタに対してＤＤＣ
送信要求を行っている。
【００６３】
つまり、ホットプラグライン割り込み手段をオフすることでＤＶＩ－Ｉコネクタ５１のホ
ットプラグラインを開放状態にし、ホットプラグラインがローレベルになると、コンピュ
ータ側から見てディスプレイモニタのコネクタが抜かれた状態と等価になる。そして所定
の時間の後ホットプラグライン割り込み手段がオンされ、ホットプラグラインが再び＋５
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Ｖにプルアップされると、コンピュータ側のグラフィックチップに割り込みがかけられ、
コンピュータはディスプレイモニタが接続されたものと判断して、ディスプレイモニタに
対しＤＤＣ送信要求を行う。よって、コンピュータのリセットやディスプレイモニタとコ
ンピュータとの接続を再度行うこと無しに、コンピュータにＤＤＣ送信要求を行なわせる
ことができる。
【００６４】
なお、Ｓ３４以降の動作は、実施の形態２において図４で説明したものと同一のためここ
での説明を省略する。
【００６５】
本実施の形態に係るディスプレイモニタの入力チャンネル切替制御装置によれば、ＤＶＩ
－Ｉコネクタ仕様に対応したディスプレイモニタにおいて、アナログ仕様かディジタル仕
様のいずれのディスプレイモニタとして使用するかをディスプレイモニタ側の設定を優先
して選択でき、さらにその使用中にユーザが入力チャンネルの切り替えを行なった場合、
コンピュータのリセットやディスプレイモニタとコンピュータとの接続を再度行うこと無
しにコンピュータにＤＤＣ送信要求を行なわせることができる。つまり、ユーザがディス
プレイモニタの使用中に入力チャンネルの切り替えを行なった場合においても、表示モー
ドの整合性を保つように動作させることができる。
【００６６】
＜実施の形態４＞
実施の形態３に示したディスプレイモニタの入力チャンネル切替制御装置において、ユー
ザからの入力チャンネル切替要求による入力チャンネルの切り替えが行われている過程で
は、正常な表示を行うことができない。よって、その間は表示画面をブランキングしたり
、あるいはフレームメモリを有するディスプレイモニタにおいては表示画像を入力チャン
ネル切り替え前の状態に固定したりすることで、画面表示の乱れを回避することが考えら
れる。
【００６７】
しかし、実施の形態３においては、図５に示したようにユーザによる入力チャンネル切替
要求信号が入力チャンネル切替手段に直接入力される。つまり、入力チャンネル切替手段
による入力チャンネルの切り替えは、ユーザが入力チャンネル切替要求を行った任意のタ
イミングで強制的に行われるものであり、ディスプレイモニタの走査に同期したタイミン
グで行われるものではない。よって、そのタイミングによっては、入力チャンネルの切り
替えと同時に行われるブランキングあるいは画像固定の前にディスプレイモニタの画面表
示に乱れが生じることがある。そこで、入力チャンネルの切り替えの際、前もってブラン
キングあるいは画像固定をしておくことも考えられるが、画面のブランキングあるいは画
像固定の期間がその分長くなってしまう。
【００６８】
図７は、実施の形態４に係るディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置７５の構
成図である。この図において、７６はＤＶＩ－Ｉコネクタ５１に接続されたコンピュータ
から入力されるビデオ信号がアナログ仕様かディジタル仕様かの判別および、入力チャン
ネルの状態の判別、さらにディスプレイモニタの垂直帰線期間かどうかの判別を行う判別
手段である。なお、その他の要素については、図５に同符号を用いて示した要素と同一で
あるので、ここでの詳細な説明は省略する。
【００６９】
ここで、上述した入力チャンネルの切り替えと同時にブランキングあるいは画像固定を行
う場合に生じる画面表示の乱れは、入力チャンネルの切り替えがディスプレイモニタの画
像表示期間、即ち垂直走査期間に行われることに起因するものである。つまり、入力チャ
ンネルの切り替えをディスプレイモニタの垂直帰線期間のタイミングで行うことで、その
表示画面の乱れの発生を抑えることができる。
【００７０】
ディスプレイモニタの垂直帰線期間かどうかの判別は、ディスプレイモニタの垂直走査に
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同期した信号、例えばディスプレイモニタが内部で生成する垂直同期信号（以下、垂直内
部同期信号という）を検出することで可能であり、判別手段７６は、垂直内部同期信号に
基づき、ディスプレイモニタの垂直帰線期間であるかどうかの判別を行う。
【００７１】
また、図７に示すように、ユーザによる入力チャンネルの切替要求信号は判別手段７６に
入力される。判別手段７６は、ユーザによる入力チャンネル切替要求信号に応じて、入力
チャンネル切替手段を制御して入力チャンネルを切り替えるが、このとき、入力チャンネ
ルの切り替えはディスプレイモニタの垂直帰線期間のタイミングで行われる。よって、入
力チャンネルの切り替えと同時にブランキングあるいは画像固定を行った場合における画
面の乱れの発生は抑えられる。
【００７２】
図８は、本実施の形態に係るディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置７５の動
作を示すフローチャートである。以下、この図に基づいて図７のチャンネル切替制御装置
の動作を説明する。
【００７３】
まず、判別手段７１は、ユーザによる入力チャンネル切替要求信号の入力を監視すること
によりユーザからの入力チャンネル切替要求の有無を判定する（Ｓ３５）。ここで、ユー
ザが例えばＯＳＤを介してディスプレイモニタの入力チャンネルの切り替えを要求すると
、判別手段７６に入力チャンネル切替要求信号が入力され、判別手段７６はそれを検出す
る。このとき、判別手段７６はディスプレイモニタの垂直内部同期信号に基づき、該ディ
スプレイモニタが垂直帰線期間であるかどうかの判定を行う（Ｓ３６）。そして、Ｓ３６
の判定に基づいて垂直帰線期間のタイミングで入力チャンネルの切り替えを行う（Ｓ３７
）。そして、所定の時間だけホットプラグライン割り込み手段７２をオフし、ＤＶＩ－Ｉ
コネクタ５１のホットプラグラインを開放状態にして、それまで＋５Ｖにプルアップされ
ていたホットプラグラインをローレベルにする（Ｓ３８）。
【００７４】
なお、Ｓ３８以降の動作は、実施の形態２において図４で説明したものと同一のためここ
での説明を省略する。
【００７５】
以上のように、本実施の形態によれば、ユーザの要求による入力チャンネルの切り替えを
ディスプレイモニタの垂直帰線期間のタイミングで行うので、入力チャンネルの切り替え
の際の画面のブランキングあるいは画像固定を、入力チャンネルの切り替えと同時に行っ
ても、画面表示に乱れが生じない。つまり、ブランキングあるいは画像固定の期間を長く
すること無く、画面表示の乱れの発生を抑えることができる。
【００７６】
なお、図７においては、判別手段７６における垂直帰線期間かどうかの判別を、ディスプ
レイモニタが生成する垂直内部同期信号に基づいて行う構成を示したが、ディスプレイモ
ニタの垂直走査に同期した信号であれば他の信号に基づいても垂直帰線期間かどうかの判
別は可能であり、同様の効果が得られることは明らかである。
【００７７】
＜実施の形態５＞
コンピュータの出力形態がＤＶＩ－Ｉの場合、実施の形態１のようにコンピュータの出力
設定を優先するアルゴリズムと、実施の形態２のようにディスプレイモニタの設定を優先
するアルゴリズムの２通りが考えられる。実施の形態５ではそのチャンネル切り替えのア
ルゴリズムをユーザが選択することができる入力チャンネル切替制御装置を提案する。
【００７８】
図９は、実施の形態５に係るディスプレイモニタの入力チャンネル切替制御装置８０の構
成図である。入力チャンネル切替制御装置８０は、図２のフローチャートで説明した判別
アルゴリズムを持つ判別手段５３と、図４で説明した判別アルゴリズムを持つ判別手段６
１の２つを備える。そして、ユーザの判別手段切替要求信号により判別手段５３と、判別
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手段６１のどちらか１つの判別手段が選択される。つまり、判別手段５３と判別手段６１
を切り替えることにより、ＤＤＣ制御手段５５がＥＤＩＤデータ記憶手段５４から読み出
すＥＤＩＤデータの仕様を、入力チャンネルの状態の仕様にするか、ビデオ信号の仕様に
するかを選択する選択手段８１を構成している。なお、この図におけるその他の要素につ
いては、図１に示したものと同一であるため説明を省略する。
【００７９】
ユーザはＯＳＤ等を介して判別手段８１に判別手段切替え要求信号を送り、判別手段５３
、６１のどちらか１つを選択する。特にコンピュータの出力形態がＤＶＩ－Ｉの場合、判
別手段５３を使えばコンピュータの出力信号の仕様にチャンネルが強制的に切り替わるが
、逆に、判別手段６１を使えばディスプレイモニタの現在の入力チャンネルに応じてコン
ピュータの出力を選択できる。
【００８０】
つまり、本実施の形態に係るディスプレイモニタのチャンネル切替制御装置によれば、コ
ンピュータの出力形態がＤＶＩ－Ｉ仕様である場合、コンピュータの出力設定を優先する
か、ディスプレイモニタの設定を優先するかユーザが選択することができる。
【００８１】
なお、本実施の形態においては、異なる判別アルゴリズムで構成される複数の判別手段と
して、図２のフローチャートで説明した判別アルゴリズムを持つ判別手段５３と、図４で
説明した判別アルゴリズムを持つ判別手段６１の２を示したが、判別手段として他のアル
ゴリズムを持つものにも容易に適応できることは明らかである。
【００８２】
＜変形例＞
ここで、以上の説明においては、判別手段において行われる外部のコンピュータからのビ
デオ信号がアナログ仕様かディジタル仕様かの判別を、ＤＶＩ－Ｉコネクタから入力され
るアナログ水同期平信号およびアナログ垂直同期信号の検出の有無に基づいて行う例を示
した。言い換えれば、アナログ仕様の信号の入力の有無を判別の基準とし、アナログ信号
が入力されないケースをディジタル仕様の信号が入力されているものとして判別するもの
であった。
【００８３】
しかし、本発明の判別手段におけるビデオ信号の仕様を判別する方法は、そのような判別
方法に限定されるものではなく、例えば、ディジタル仕様の信号の入力の有無を判別の基
準としてもよい。以下にその例を示す。
【００８４】
図１０は、実施の形態１に示したディスプレイモニタのチャンネル切替制御装置において
、判別手段における外部のコンピュータからのビデオ信号の仕様の判別を、ディジタル仕
様の信号の入力の有無に基づいて行う変形例を示す図である。この図において、図１と同
一の要素に対しては同一符号を付しており、ここでの詳細な説明は省略する。
【００８５】
９０は本変形例に係るディスプレイモニタ用チャンネル切替制御装置である。９１はディ
スプレイモニタのＴＭＤＳ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｍｉｎｉｍｉｚｅｄ　Ｄｉｆｆ
ｅｒｅｎｔｉａｌ　Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）レシーバであり、ＤＶＩ－Ｉコネクタ５１から
入力されるディジタル仕様の信号であるＴＭＤＳ信号から、映像信号および音声信号、水
平同期信号、垂直同期信号等を復調すると共にそれらを分離抽出するものである。９２は
ディジタル同期信号検出手段であり、ＴＭＤＳレシーバ９２により抽出されたディジタル
仕様の水平同期信号および垂直同期信号を検出した場合に、ディジタルチャンネル入力検
出信号を判別手段９３に出力する。判別手段９３は、図１に示した判別手段５３と同じ機
能を有するものであるが、ビデオ信号がアナログ仕様であるかディジタル仕様であるかの
判別は、ディジタル同期信号検出手段９２からのディジタルチャンネル入力検出信号に基
づいて行われる。
【００８６】
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ＴＭＤＳレシーバ９１により抽出されるディジタル水平および垂直同期信号は、外部のコ
ンピュータからのビデオ信号がディジタル仕様のときのみに得られるものであるので、こ
の信号を監視することで、その有無によりビデオ信号がディジタル仕様であるかアナログ
仕様であるか判定できる。ディジタル同期信号検出手段９２は、ディジタル水平および垂
直同期信号を検出すると、判別手段９３へディジタルチャンネル入力検出信号を出力する
。そして判別手段９３においてディジタルチャンネル入力検出信号に基づきビデオ信号の
仕様が判別され、その判別結果に応じて実施の形態１と同様の動作が行われる。
【００８７】
つまり、この構成においては、判別手段９３における外部のコンピュータから入力される
ビデオ信号がアナログ仕様かディジタル仕様かの判別は、ディジタル仕様の信号の入力の
有無に基づき行われる。この場合、ディジタル信号が入力されないケースは、アナログ信
号が入力されているものとして判別されることになる。
【００８８】
このように、ビデオ信号の仕様の判別はディジタル仕様の信号の入力の有無に基づいても
可能である。また、その判別をアナログ仕様の信号の入力の有無に基づいて行う場合と同
様の効果を得ることができることは明らかである。
【００８９】
またさらに、アナログ仕様とディジタル仕様の両方の水平および垂直同期信号を検出して
、それらに基づきビデオ信号の仕様の判定を行う構成も可能であることは明らかである。
その場合はビデオ信号の仕様をより正確に行うことが可能になる。
【００９０】
なお、ここでは実施の形態１の変形例を示したが、この変形例、即ち判別手段におけるビ
デオ信号の仕様の判別をディジタル仕様の信号の入力の有無に基づいて行う構成は、上記
した他の実施の形態にも適応可能であることは言うまでも無い。
【００９３】

　 に記載のディスプレイモニタ用 チャンネル切替装置によれば、外部のコン
ピュータから入力されるビデオ信号がアナログ仕様かディジタル仕様かの判別および、入
力チャンネルの状態がアナログチャンネルかディジタルチャンネルかの判別を行う判別手
段と、アナログ仕様のＥＤＩＤデータおよびディジタル仕様のＥＤＩＤデータのそれぞれ
を記憶するＥＤＩＤデータ記憶手段と、入力チャンネルの状態を判別手段により判別され
たビデオ信号の仕様のチャンネルに切り替える入力チャンネル切替手段と、外部のコンピ
ュータからのＤＤＣ送信要求に基づいて、判別手段により判別された入力チャンネルの状
態に対応した仕様のＥＤＩＤデータをＥＤＩＤデータ記憶手段から読み出して外部のコン
ピュータに送信するＤＤＣ制御手段とを備え

ので、ＤＶＩ－Ｉインターフェースを備えるＤＤＣ機能を有
するディスプレイモニタにおいて、コンピュータの出力形態がＤＶＩ－Ｉ出力を持つ場合
、アナログ仕様かディジタル仕様のいずれのディスプレイモニタとして使用するかをディ
スプレイモニタ側の設定を優先して選択できる。さらに、アナログ仕様、ディジタル仕様
のいずれかのみ出力可能なコンピュータに接続された場合は、その出力信号の仕様に応じ
て、ディスプレイモニタの入力チャンネル、ＥＤＩＤデータの設定を自動的に正しく設定
できる。
【００９４】
よって、ディスプレイモニタのチャンネル設定を優先しつつ、入力チャンネルおよびＥＤ
ＩＤデータを適正に切り替えることで、コンピュータの出力信号の仕様とディスプレイモ
ニタの入力チャンネルとの不整合による、支援タイミングの不整合や、また画面が何も表
示されなくなるいという問題を回避することができ、正しい表示を得ることができる。
【００９５】
　 に記載のディスプレイモニタ用 チャンネル切替装置によれば、 に
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【発明の効果】
請求項１ 入力

、前記入力チャンネル切替手段は、前記ＤＤ
Ｃ制御手段が前記ＥＤＩＤデータを前記外部のコンピュータに送信した後で、前記入力チ
ャンネルの状態を切り替える

請求項２ 入力 請求項１



記載のディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置において、前記入力チャンネル
切替手段が、さらに、ユーザからの入力チャンネル切替要求に応じた前記入力チャンネル
の状態の切り替えを行い、前記ユーザからの入力チャンネル切替要求よって前記入力チャ
ンネルの状態が切り替わった場合に、前記外部のコンピュータとの接続コネクタにおける
ホットプラグラインを所定の時間だけ開放するホットプラグライン割り込み手段をさらに
備え

ので、ＤＶＩ－Ｉインターフェースを備えるＤＤＣ機能を有するディスプレイモニ
タにおいて、コンピュータの出力形態がＤＶＩ－Ｉ出力を持つ場合、アナログ仕様かディ
ジタル仕様のいずれのディスプレイモニタとして使用するかを、コンピュータを再起動す
ること無しにユーザがディスプレイモニタ側で切り替えすることができる。
【００９６】
　 に記載のディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置によれば、

に記載のディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置において、前記判別手段が
、さらに、前記ディスプレイモニタにおける垂直帰線期間を判別し、前記入力チャンネル
切替手段が、前記ユーザからのチャンネル切替要求に応じた前記入力チャンネルの状態の
切り替えを、前記判別手段により判別された垂直帰線期間のタイミングで行うので、入力
チャンネルの状態の切り替えの際の画面のブランキングあるいは画像固定を、入力チャン
ネルの切り替えと同時に行っても、画面表示に乱れが生じない。よって、ブランキングあ
るいは画像固定の期間を長くすること無く、画面表示の乱れの発生を抑えることができる
。
【００９７】
　 に記載のディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置によれば、前記外
部のコンピュータから入力される前記ビデオ信号がアナログ仕様かディジタル仕様かの判
別および、前記入力チャンネルの状態がアナログチャンネルかディジタルチャンネルかの
判別を行う判別手段と、アナログ仕様のＥＤＩＤデータおよびディジタル仕様のＥＤＩＤ
データのそれぞれを記憶するＥＤＩＤデータ記憶手段と、前記入力チャンネルの状態を前
記判別手段により判別された前記ビデオ信号の仕様のチャンネルに切り替える入力チャン
ネル切替手段と、前記外部のコンピュータからのＤＤＣ送信要求に基づいて、所定の仕様
のＥＤＩＤデータを前記ＥＤＩＤデータ記憶手段から読み出して前記外部のコンピュータ
に送信するＤＤＣ制御手段と、前記ＤＤＣ制御手段が前記ＥＤＩＤデータ記憶手段から読
み出す前記所定の仕様のＥＤＩＤデータを、前記判別手段により判別された前記ビデオ信
号の仕様のＥＤＩＤデータにするか、前記判別手段により判別された前記入力チャンネル
の状態に対応した仕様のＥＤＩＤデータにするかを選択可能な選択手段とを備えるので、
コンピュータの出力形態がＤＶＩ－Ｉ出力を持つ場合、アナログ仕様かディジタル仕様の
いずれのディスプレイモニタとして使用するかをディスプレイモニタ側の設定を優先させ
るか、あるいは、コンピュータからのビデオ信号の仕様を優先させるかを選択できる。
【０１００】
　 に記載のディスプレイモニタの入力チャンネル切替制御方法によれば、外部の
コンピュータからのアナログ仕様およびディジタル仕様のビデオ信号のそれぞれに対応可
能なＤＶＩ－Ｉインターフェースを備えるＤＤＣ機能を有するディスプレイモニタの入力
チャンネル切替制御方法であって、（ａ）外部のコンピュータからのＤＤＣ送信要求を検
出する工程と、（ｂ）工程（ａ）においてＤＤＣ送信要求が検出された場合に、入力チャ
ンネルの状態がアナログチャンネルかディジタルチャンネルかの判別を行う工程と、（ｃ
）工程（ｂ）において判別された入力チャンネルの状態に対応した仕様のＥＤＩＤデータ
を外部のコンピュータに送信する工程と、（ｄ）工程（ｃ）の後に行われ、外部のコンピ
ュータから入力されるビデオ信号がアナログ仕様かディジタル仕様かの判別を行う工程と
、（ｅ）工程（ｂ）において判別された入力チャンネルの状態に対応した仕様と工程（ｄ
）において判別されたビデオ信号の仕様とが異なる場合に、入力チャンネルの状態を工程
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、前記選択手段によって前記入力チャンネルの状態に対応した仕様の前記ＥＤＩＤデ
ータが選択された場合、前記入力チャンネル切替手段は、前記ＤＤＣ制御手段が前記ＥＤ
ＩＤデータを前記外部のコンピュータに送信した後で、前記入力チャンネルの状態を切り
替える

請求項３ 請求項
２

請求項４

請求項５



（ｄ）において判別されたビデオ信号の仕様のチャンネルに切り替え、工程（ａ）に戻る
工程とを備えるので、ＤＶＩ－Ｉインターフェースを備えるＤＤＣ機能を有するディスプ
レイモニタにおいて、コンピュータの出力形態がＤＶＩ－Ｉ出力を持つ場合、アナログ仕
様かディジタル仕様のいずれのディスプレイモニタとして使用するかをディスプレイモニ
タ側の設定を優先して選択できる。さらに、アナログ仕様、ディジタル仕様のいずれかの
み出力可能なコンピュータに接続された場合は、その出力信号の仕様に応じて、ディスプ
レイモニタの入力チャンネル、ＥＤＩＤデータの設定を正しく設定できる。
【０１０１】
よって、ディスプレイモニタのチャンネル設定を優先しつつ、入力チャンネルおよびＥＤ
ＩＤデータを適正に切り替えることで、コンピュータの出力信号の仕様とディスプレイモ
ニタの入力チャンネルとの不整合による、支援タイミングの不整合や、また画面が何も表
示されなくなるいという問題を回避することができ、正しい表示を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　実施の形態１に係るディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置の構成
図である。
【図２】　実施の形態１に係るディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置の動作
を示すフローチャートである。
【図３】　実施の形態２に係るディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置の構成
図である。
【図４】　実施の形態２に係るディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置の動作
を示すフローチャートである。
【図５】　実施の形態３に係るディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置の構成
図である。
【図６】　実施の形態３に係るディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置の動作
を示すフローチャートである。
【図７】　実施の形態４に係るディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置の構成
図である。
【図８】　実施の形態４に係るディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置の動作
を示すフローチャートである。
【図９】　実施の形態５に係るディスプレイモニタ用入力チャンネル切替制御装置の構成
図である。
【図１０】　実施の形態１に示したディスプレイモニタのチャンネル切替制御装置の変形
例を示す図である。
【図１１】　ＤＶＩ－Ｄ仕様のコネクタを示す図である。
【図１２】　ＤＶＩ－Ｉ仕様のコネクタを示す図である。
【図１３】　従来のＤＶＩ－Ｉコネクタ仕様のディスプレイモニタのスイッチャーによる
チャンネル切替を説明するための図である。
【符号の説明】
５０，６０，７０，７５，８０，９０　入力チャンネル切替制御装置、５１　ＤＶＩ－Ｉ
コネクタ、５２　アナログ同期信号検出手段、５３，６１，７１，７６，９３　判別手段
、５４　ＥＤＩＤデータ記憶手段、５５　ＤＤＣ制御手段、５６　入力チャンネル切替手
段、５７　ＯＳＤ切替手段、７２　ホットプラグライン割り込み手段、８１　選択手段、
９１　ＴＭＤＳレシーバ、９２　ディジタル同期信号検出手段。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】
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